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本牡卜=前排御ﾚ,十

日時：平成19年９月16日（日）午前10時

場所:clｺ標津町織Ｓ文化会館第一研究室（４標津町東２条蔵3丁目）

テーマ：リウマチ･1臍1覗Ｓ乃最近tZ凌題

講師:j

　　　　　　　　　　　　

・第コさ1科

　　

教授地隆夫先生
共催：（社）日本リウマチ勧会塊羞支部

　　

全匡願票病友の釦開通支部
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第34回難病患者・障害者と家族の

　　　　

全道集会のご案内
"●.・･ゝ/ゝ･

｢難病患者･障害者と家族の全道集会｣は､参加者相互のー体感を深め、

また北海道難病連の活動をアピールすることで、難病問題に対する社会の

理解を広げ、医療と福祉の充実･発展に寄与することを目的として、北海道

難病連が毎年行っているもので､今年で34回目となります、

友の会では､多くの皆さんに参加していただけるように､全体集会に参加

　呟

ちしています。

　

また､集会全体につきましては､別に送られてくる｢なんれん臨時号｣をご

覧ください。

　　　　　　

＊＊＊＊＊

　

参加費の補助は？

　

＊＊＊＊＊

　

全体集会に参加する場合のみ、参加費全体(交通費･宿泊費)の30％を

補助します。ただし、難病連の支部から補助がある場合は、その補助分を

除いた分の30％となります。 鑑をご持参･

四－●=・－

　

●･■･〃W--＝

尚､宿泊される方につ

ｌ

きましては､ご自分で手配した場合、難病連で手配した宿泊先同等の金額

で換算いたしますので､ご了承ください｡また｡この参加費の補助は定期購

読の方は対象になりません。

・Ｗ-

　　　　　　　

＊＊＊＊＊参加申込みは？

　

＊＊＊＊＊

全体集会･分科会･宿泊は→北海道難病連から送られてくる｢なんれん臨時

　　　　　　　　　　　　　

号｣の参加申込書でお申込みください、

交流会は→次ページ掲載の担当者へお申込みください。

－１－



ｊｌ

丿

８月４口(ニヒ)

○全体集会13:00～15:30

(会場)かでる2･7(札幌市中央区北2条西７丁目)

○交流会

(会場)サントリービアガーデン(大通り西５丁目)

座席では担当者が目印に緑色の帽子を被っています。

(時間)全体集会終了後(午後４時から)

途中からの参加もＯＫです。

(会費)実費(友の会よりビール券1枚(500円)補助あります)

(申込み)瀧木秋山

(締切り)7月31日

８月５日(曰)

○分科会(医療相談会)

(会場)かでる2･71010会議室(札幌市中央区北２条西７丁目)

(内容)9:15～9:30受付

9:30～9:40あいさつ

9:40～10:10

ミニ講演会(テーマ)ＳＬＥの最新治療

(講師)北海道大学大学院医学研究科

内科学講座･第二内科

教授小池隆夫先生

10:工O～10:20相談会の準備

10:20～Ｈ:30相談会

2グループに分かれて相談の時間とします。

グループ分けはこちらでしますのでご了承ください。

担当医師:北海道大学大学院医学研究科

内科学講座･第二内科
｜■』 . . . I . . . . . . . . . . . . . . ･ r - ' T ' ｢ ･ ■ ･ ■ I ･ ■ ■ ■ ■ I T I ■ ■ ■ ･ ･ ■ ■ ● ■ ■ ■ ･ ■ ¶ ･ ● ● ■ ■ 鍼 ■ 鍼 鍼 ■ ･ ● ■ ■ ■ ■ | ■ ･ ● I ･ %

2 当 出 友 昼 食 の 用 意 は あ り ま せ ん

I ■ ■ ■ ■ ■ | | | ■ I ■ ● ■ ■ ■ 鍼 | | ● ■ ■ ● ● 鍼 ■ 鍼 鍼 I ■ ■ ■ ･ ■ 同 ■ ■ ■ I P . ･ I I ■ ■ . . . I ● J l ･ 』 . . . I " " ･ ･ " " " ･ ･ " ' ｢ ｢ ■ ' ･ " ｢ T ｢ ｢ ･ ■ r ･ ･ r T r ■ ■ ･ ■ ｢ | ♂
教授小池隆夫先生

助教堀田哲也先生
(資料代)会員→無料､一般→1,000円

－２-一一
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全国搾原病友の会北海道ま部

第34包ま部総会･交流会

医療講演会を終えて
ノ/L J＼ノへ/､㌧＼ハJ〉＼′′J＼′/八八′/､ハ/ノ＼＼′　′､〉ハ/㌔-　へ;ハ∴ ､pp^///JJ､′′＼了＼

6月9日(土)北海道難病センターにおいて､第34回支部総会が行われ
Il　　. ･　　　l.｣　　　●

らご挨拶をいただき､長谷川道子さんの司会､渡部小夜子さんの議長で､

例年通り議事が進められました｡内容の詳細は次ページ以降をご覧くださ

いo　このように､会の活動について会員の方が関心を侍って総会に来られ

たことにとてもうれしく思いましたoこれからもよろしくお願いしますr,

総会終了後は交流会を行いましたD翌日の医療講演会の講師の先生を

含め､ 3°名の参加となりましたo ｢お料理がおいしかった｣ ｢先生ともお話で

きてよかった｣ ｢初対面の人とも楽しくおしゃべりできた｣など､好評な感想を

いくつかいただきましたo私自身は当日参加できませんでしたが､会場とな

った場所は難病センターの近くなので､私も何度かお昼を食べたことがあり､

安くておいしい大好きなお店です｡おいしい食べものとおしゃべりに花が咲

き､楽しい時間をもつことができました(

･､い　･　･　　　.:●　　●

病の新しい動きと具体的諸問題_と題してお話していただきました｡先生の

お言別注とてもわかりやすく､勉強になりましたという感想がいくつもよせられま

したo柄歴が短い長いに関係なく､お話の中には開けてよかったと思う内容

がいつもあり､医療講演会の大事さをあらためて感じることとなりました｡

このように､無事第34回支部総会を終えることができ圭したo会員の皆さ

んのご協力のもと､また一年続けていきたいと思っています,,これからもよろ

しくお願いします｡

(支部長　埋田晴子)
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<平成18年度>　活動報告

8日第149回理事会

13日第1[司運営委員会

22日支部長会議(東京)

23日本部総会(東京)

●

●

13日難病連総会

(第150回珊車会～　第2婚j評議員会)

1日事業資金委員会

3日第33回支部総会･交流会

4日　地区挿当者会議(第3回運営委員会)

15日第4回運営委員会

8日第151回理事会

20日第5回運営委員会

5日第33回全道集会(ら

6日第33封全道集会②

1日　いちばんぽし臨時号発行

5日事業資金委員会

16日第152回理事会

22日　第7回運営委員会

-4-

7日　難病センタ一秋まつり

12日合同レク実行委員会

20日事業資金委員会

27日第8回運営委員会

いちばんぼLNo.154発行

11日札幌市難病医療相談会

18日第153回理事会

24日第9回運営委員会

16日　難病連チャリティクリスマスパーティ

22日第10回運営委員会

13日札幌支部役員研修会①

新年交流会

14日札幌支部役員研修会②

25日事業資金委員会

3日第154回理事会

8日　合同レク実行委員会

15日事業資金委員会

19日第12回運営委員会

3日　チャリティバザー①

4日　チャリティバザー②

17日　実務担当者会議

第13回運営委員会



(1)平成18年度の活動をふりかえって

友の会は平成18年度で結成より35年を締､会員は約370名(4日現在)となっていま

す｡主な描軌である医療講演会､朗改悟勤(運営協力会､物品販売等)､機関紙｢いちば

んぼし｣の発行と､例年どおりの活動を終えることができました-Jこれも､会員や関係

者の皆様,J)ご醐率･ご協力のおかげであり､あらためてお礼申しrげますo

平成18年度の友の会の‡こな痛勤を振り返ってみたいと思います∩

①医療講演会について

医療講演会は2担慨催されましたL,全道集会分科会として帯広で37 #J､札幌市医癖
A.　　i:  ･　　　　　　　　　　●

く感じ､また､北海道の広さを考えると､いろいろな地域で､性癖講演会を開催できれ

ばと思いましたo地区連絡会のある地域､また難病遵支部のある地域を中心に､考えて

いきたいと思います,自分の病気について､正しい知識を得ることは大帝なごとであり､

そのための一助として､医療講演会を今後も積極的に開催していきたいと思います｡

(卦財政活動について

友の会の運営資金は､皆さんからの会費､北海道難病連を通していただく北海道から

の補助金､北海道難病連の運営協力会､あるいは物品販売収入の還元金などを中心に構

成されています｡北海道からの補B)J金が年々減少している中ではありますが､運常協力

会は､年々確実に定着してきていますC　これも皆さんのご協力によるものと思いますo

これからもよろしくお願いしますo

③機関紙｢いちばんぼLiについて

｢いちばんぼし｣は臨時号を含め7阿発行しました｡発行に際しての印刷･製本･発●

送作業は会員白身で行っています｡自分たちの手で作るということは､経費削減ももち

ろんありますが､何より自分たちで作っているという充足感も大きなものがあります(,

しかし､製本･発送作業が運営委員だけでは負担になっていることも否めません｡この

ことにつきましては､これからの課題として考えていきたいと思います}つきましては､

会員の皆さんにもご協力をお願いします｡内容につきましても､会員の皆さんに楽しく

ペ--ジをめくっていただけるようにしていきたいと思います｡

医療制度や福祉制度がここ数年でどんどん変わってきています｡いい方向に変わるの

ならば納得もしますが､決してそうではありません｡病気自体もいまだ原因がわからな

いということも手伝って､今後友の会の果たす役割は大きいと考えます｡今後も､今ま

で同様､皆さんとlヒに歩んでいきたいと.即､ます｡

-5-



(2)医療講演会.相談会

｢　｢　】
8/6　】帯広市

ヨag 福祉会館

A会議室

｢伊原柄の治癒と

H常生活｣

帯広厚/i一病院

第三内科医長　竹Et]剛先生

-　　　　　　　　　　　-　　　　-　　-　　-

｢野原病の治癒と創作胤二一ついてj l　4 7名

～主にSLJl二と

ソJ-グンン症侯群について～

札幌医科大′芋医学部

第一内科　高橋　補樹先生

(4)機関誌について

-Tr7･成1 8年4月】 0 E1号11｡152　　　10月10El号　No1 54

6月10日号　臨時号　　　　　12月10E]号　No.I 55

7月10R号　No 153　　平成l　9年　2月　t 0 F1号

9月1()臼号　臨時号　　　　　　　　　　　　　　vo 156

-6-



(5)国会請恩尊名と募金活動

(6)会員の状況(平成1 9年√1月現在)

会員数　377名(男性29名･女件348名)

会員364名+超期購読1 3名

上川､61 �.i 之ﾂ���ｧ�*Cﾓ2��2�

l空知 ��2�l1 剴R�ー 

十勝 澱�2 ����"�ﾆﾇB停�

北見網走 粘�"���2 

釧路 ��｣�2�2 �����1 釘�ド- 

椴去f2 �2 亦�1 ��� 

渡島i'J �2 ���ー 峯��

檎LU- �� �� ��� 

ロ高 迭� �"� �� 

樹萌滋三谷 �"� �� ��� 

道外j1 � �� ��l 

合計L157 冓25 �(�ｳr���8�ｵ���2�8dﾅ���
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各地区連絡会の平成1 8年度の活動報告

**旭川地区(ひまわり会) **

器賢を蓋藍芸会
●

旭川ときわ市民ホール

難病連旭川支部

難病センター
19日】ひまわり会･交流会　∃旭川パレスホテル

8月5･6日

9月　5日

月　5日

12月17日

H19年

1月22日

3月26日

ひまわり会

観楓会(茶話会)

難病連旭川支部
クリスマスパーティ

?まわり会･新年会
会計監査･運営委員会

■■一声璽璽璽璽

帯広市

難病連旭川支部

旭川ターミナルホテル

~ ~~~~~【ーⅦ"｢一一~6着ーW

旭川パレスホテル

旭川トヨ-ホテル『八島』

難病連旭川支部

**北見地区(じゃがいもの会) **

｢じゃがいもの会｣集会･交流会

北海道支部総会･交流会
地区担当者会議

全道集会･分科会

･ I-一一■　1

北見『東急イン』

難病連北見支部会員交流会　二重旦堅要,)二∠む

交流会
｢カラオケませんか?の会J

■機関紙｢じゃがいも｣発行

■誕生カード発送

{年賀状発送

■運営委員会(2回)

■難病連北見支部行事参加･協力

-8-

北見『レインボーセブン』
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**帯広地区(わたぼうしの会) **

｢月/百一｢~~　ことがら

4月11日; 〝あゆみ〟印刷･製本

5月12日

6月　3日

4日

8月　5日

6日

11月20日

2月15日

3月15日

∴

交流会

地区担当者会議

帯広市役所

那-テヾンス十ホテル2F

『がうナンス寸･カrJ,

難病センター

ホテル･ノースラ

帯広福祉会館

≡語義; -一一一一一日--一一一一一一L堰E二ヒ-
≧とかちプラザ

竺二竺竺｣竺竺

**札幌地区(アップル会) **

｢=票票Tl篭
I 北海道支部総会･交流会

有諾一帯票讐讐

紅一言甘言一日
転　　6日

_ ｣運互亘互二極車型ー】_Mー_
12月16日　≡チ?リテイク1)Aマスハoiイ

7F　　　　　≧　　　　　　r

_　____｣ .___･

巨　子供1名

●

『花ごころ』　　1　1 6名

◎印は難病連主催の行事です｡

★アップル会の活動を少しずつ活発にさせ､会員さんに参加して戴けるよう

になりました｡

-9-
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**釧路地区(しつげんの会) **

◎5月20日

Q2)6月　　3日

◎　　　4日

1 7日

7月　2日

8月　5日

◎　　　　6日

26日

21日

JJ

月1 1日

平成19年

L撃_壬旦旦旦星_
2月10日

ぎ2月24･25日
l

●

会報30号の編集･発行

北海道支部総会･交流会
地区担当者会議
釧路支部第2回運営委員会

釧路市ふれあい広場

難病連全道集会･ C/ijテ手首ジM lⅦ
〝　　　分科会･全体会

釧路支部第1回幹事会

釧路支部主催｢やさしい介護のはなし｣

役員会･会報の打ち合わせ

会報31号の編集･発行

道東支部合同レクリェ-ション

(標茶･弟子屈)

くしろ健康まつり20rO6 (難病相談)

釧路地区交流会
〝　　医療相談会

釧路支部第2回幹事会
fJ　専属voク+Iトプほほえみ交流会

会報32号の編集･発行

釧路支部新年交流会

道東地区支部役員研修会･交流会

さわやか釧路

難病センター･ 『梅の花』

/∫

交流ブラサ÷さいわい

国際交流センター･

帯広市
.IJ

交流71'ラサ十さいわい

J/

市立病院

さわやか釧路
900草原

匡i際交流センター

交流ブラサJさいわい

さわやか釧路

釧路シーサイト～ホテル

ホテル五味

釧路地区新年会　　　　　　　　　　　エスカル釧路

役員会-役員改選･会報の打ち合わせrさわやか釧蹄

◎印は豚原病独自の活動で､その他は難病連としての活動ですo

-1 0-
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<平成18年度>決算報告

白:平成18年4月1日至:平成19年3月31口 

収入 劍辷��

科目 �?｣�疫ﾈ蠅�日18決算 俣�?｢�H18予算 買�以亥｢�

団体育成助成金 �33bﾃ����336,000 ��9N��16(),000 田づ�途�

金野 ��ﾃ3#�ﾃ#���1,273,800 唳(h匣檍ｶ9N��(30,000 20,000 �#�ﾃ��2�rﾃC#��

定期購読 鉄�ﾃC���32,700 唳'IV�������nﾂ�

寄付金 田�ﾃ����19,600 唳o�醜檠N��.F30,000 釘ｒﾃSィ�

参加襲収入 鉄�ﾂｓ���9,000 倬hﾉ9N��1,220,00() 田sRﾃS3r�

協力会還元金 �#��ﾃ����.171,500 唳/�|8ﾗX�橙�200,000 �3R緜#r�s�ﾃCCr�

募金箱還元金 ��紊#��17,855 唳�ﾘ檠N��Y�9;偖x檍����N��L40,0()0 

署名募金還元金 ���ﾃ����L5,040 �200,000 塔Bﾃ�#��##rﾃCS2�

販売事業収入 �3�ﾃ����ー7,753 ��360,000 

･地区育成費 
その他の事業収入 塔�ﾃ����37,960 �190,000 姪��ﾃ����cbﾃ涛��

受取利息 ���20 唸ｨ畏YN��130,000 

0 ���ﾃ����負担金 塔#Bﾃ����796,962 

医療講演会助成金 ���t��10.COO �5��4ﾈ譏檠X亅ｨｾ��660,600 田32ﾃc���ﾃSて���

前期繰越金 舶E2ﾃ都"�173,972 唸査鰄檠N��WFﾅ4ｹ�飴�ｾ��158,000 

5,400 汎6｢ﾃ3c"�
※販売事業収入 ゼ-/ン券15.5r50FI] ･止n飾り1,8PJ3日 

維持運営費 定���3偵����77,079 

･事務局費 鉄�ﾃ����4一,560 

･雑貨38OLi3 劒Y,ｩ�ﾙN��X駟k�w�V俯��60,000 7,000 �#rﾃ��R�rﾃs�B�

※次期繰越金内訳 ･現金15,093円 ･普通預金ll7,588円 ･郵便振替124,744r-■1 

･資料費 �"ﾃ����0 

積立金支桝 ���250,000 

次期繰越金 ���257,425 

※積立金350,000円 剪� ��

合計 �"ﾃ3#2ﾃ����2,125,200 俘xﾇb�2,323,000 �"ﾃ�#Rﾃ#���



平成18年度

平成1 8年度における全国勝原病友の会北海道支部の会計を

厳正なる監査の結果､適正であることを報告します｡

平成19年417て3日

部会会計監査

氏名脅)1ふ.プ1J:ー与

-㌢

氏名　ノ≡ I/二.,/IJi-L言
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平成19年度　活動方針

1.勝原柄の原岡究P)lと治療法の確-+[^-を要請するっ

2.札幌などの専門病院に受診する地方在住患者のための交通費の助成

を要請する､

3.謬原病に関する正しい知識の普及

･医療講演会の開催　　　　　　　6月10日(柑幌)

･全道集会分科会(医療相談会)　- 8月5円(札幌)

･リウマチ友の会共催医療講演会･･･ 9月1 6日(ri]標津)

4.北海道難病連の行事への参加

･第34回難病患者.障害者と家族の全道集会　･ 8月4日～5日

･チャリティクリスマスパーティ　　12月16Li

･チャリティバザー･　平成20年3月l日～2口

5.機関紙｢いちばんぼし｣の発行

No157 (4/10)　No_158 (7/10)　No159 (10/10)

N｡160 (12/10)　No.16 1 (tT'-成20年2/10)

6.地域桔軌の推進

各地区での医療講演会-･9Jl 1 6日

(中標津･リウマチ友の会共催)

7.会員同一fの親睦を図る

･交流会　6n9日､ 8月4日(札幌市)

･各地区での親睦会など

8.資金沌軌に娘り紳み､自己財源の確保に努める

･姑力会員の拡大

･募金箱の設置拡大と回収

･物品販売の協力｢お正月飾り､ビール券(札幌)｣など

9. 35周年記念宿泊交流会(小樽) 1O月6日(十) ～7H (日)

-13-
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各地区連絡会の平成1 9年度の活動方針

】**旭川地区(ひまわり

●

◇担当者　越智　恵千

◇会　計　谷　　絹千

★従来通り､お互い無理のないように活動していきたいと思います｡全員さ

んにもっと患者会のことを知って貰う為､いつも行事は平日の昼間が多か

ったのですがお勤めの方の事を考え､行事を平日昼間に限らず色々なハタ

一一ン(夜とか休日等)で多くの会員さんの参加を呼びかけたいと思います｡

活動としても会食全だけではなく､もっと趣向を凝らしたものを考えて行

きたいと運営委員で計画したいと思います｡

★その他

役員･運営委員が入れ替わり新しく運営委員兼連絡係を増やしました｡

新しい代表のもと､運営委員の協力は必須の事でみんなで協力しながら

会を盛り上げ､参加会員さんが増えてくれれば-と思います｡

-1 4-



◇担当者　瀧　本　はるよ

◇会　計　久保山　ま　き

T葉臣病連主催

･　8月4･ 5日　全道集会

･ 10月　6　日　秋祭り

･ 12月　16日　チャリテ1列スマスハ÷ぅィ

★アップル会の企画募集中!
･どんなことでも結構ですo　勉強会､どこか-出掛けたいなど

ご意見をお待ちしています!

-15-



*北見地区(じゃがいもの会) **

◇担当者　矢崎　幸子

◇会　計　平野　敏江

■平成1 9年度集会･交流会　　5月

以後　　未定

**帯広地区(わたぼうしの会) **

◇担当者　大野　ひとみ

◇会　計　干場　弘　美

■交流会･戸外レクリェ-ション

■会報｢あゆみ｣発行(年1回)

*釧路地区 (しつげんの会) **

●

●

◇担当者　鈴木　裕子

◇会　計　上村　直子

〝　　菊地　和代

■交流会　年2回(10月･3月)

■会報｢しつげん｣の発行　年3回(5月･9月･1月)

■難病連全道集会参加

■難病連釧路支部の行事-の参加･協カ

ー16-



<平成19年度>予　算

自:平成19年4月1日　至:平成20年3月31日

収入 劍辷��

科目 牝ｦﾃ以亥｢�H19予算 倆I6ﾉ?｢�蝿自?ｨﾈ亥｢�H19予算 

団体育成助成食 �33bﾃ����346,000 ��9N��田づ�途�200.000 

会費 ��ﾃ#s2ﾃ���� 啜ﾈ駛8匣檍ｶ9N���#�ﾃ��2�too,000 

定期購読 �3"ﾃs���52,200 唳>��������N��途ﾃC#��20,000 

寄付金 ��津c���15,000 唳o�醜檠<"���80,000 

参加費収入 湯ﾃ����9,000 倬hｼiN��田sRﾃS3r�1,舶0,000 

臨力会還元令 辺s�ﾃS���172,000 ���3Rﾃc#r�).jO,000 

募金箱還元金 ��rﾃゴR�15,600 唳�ﾘ檠N����ほ0,()00 

署名募金還元金 ��Rﾃ�C��15,00() 坪�r�集会参加費 塔Bﾃ�#��L50,OOO 

販売事業収入 ��rﾃsS2�15,000 唸ｴ�ｭh鑛�B��#�rﾃCS2�250,000 

その他の事業収入 �3rﾆﾄ｣c��30,000 唳&��守成費 ����ﾃ����190.000 

受取利息 姪$��∫′° 唳]��2���iOrJ,OOO 

10,000 ���･35J… ��0 0 �#s������

J会しおり 医療講演会助成金 又��ｒ�W,OOO 唳th����180,000 

描;(_公取杭 ���350,00() 儿�%8ｾ����807,000 

前f明繰越食 �*�2ﾃ都"�257,/125 唳�8ﾙ�檠X从ｨｾ��X査鰄橈�"ﾂ�田｣32ﾃc���633,600 

1--:18,000 5,362 ��cづ����

･HSK負担金 剴Rﾂ�����

維持連宮野 �77,079 宝��rﾃS���

･専務后)費 �41,560 鉄"ﾃ����

･通信費 �27,805 鼎�ﾃ����

∴客務用品費 �7.714 ��Bﾃ����

･資料費 �0 亦ﾈ8v��

毛葦竜金支出 �250,000 ���

次期繰越食 �257,425 ���

合計 �"ﾃ�#Rﾃ#��� 俘xﾇb��"ﾃ�#Rﾃ#���2,554,500 



平成19年度　役員

茎支部事務局長

秦支部運営委員

●

●

氏名 宙ﾞ�冉ｸ､6��

支部長 冑I69�����理事 

事務局 ��8棹讓��� 遅�8蹴�

会計 �6饐8芥��� 

会計監査 �+y$ｩ�ﾉ;倡�� 
秋山のぶ子 儷ﾘｶ8蹴�

札幌地区担当 ��ｹgｸ,ﾘ.�.b�評議員 

〝会計 亶i]ｸ�(-ﾈ*ｲ� 

旭州地区担当 �ｩ'�ﾆ(���旭川支部運賃 

〃会計 �$ｨﾊh��� 

帯広地区担当 ��Ynﾈ-�,h-ﾒ� 

〝会計 亅��ｨﾔ�ﾂ� 

北見地区担当 冢鞐慰ｸ���北見支部遷幸 

〝会計 兌ﾙnﾉW�ﾕﾒ� 

釧路地区担当 凭冦疫H��� 倡浦Hｫ(岐�

〝会計 ��9�ｩ+ﾈ��� 倡浦H馼袵�

〝会計 亳Y&驢��2� 倡浦H戊ｧr�

f ! i 運営委員i i i 】 i ��Y�姐h��� 儿��青木喜恵子 ��F支部運営 

加藤禎子 ��員､北月 

渡部小夜子 ��支部会計 

小野夕美子 ��･浜中支 

角鹿泰司 ��■員､根室 

角鹿邦子 ��~支部幹事 

狩野開子 ��貝､阿寒 

伏見治 ��員､室蘭 

田畑和子 ��員､南桧 

118-



《北見地区》

★★ 2001年膚集会･交流会しさした★★

5月20日､日曜日､2007年度腰原病友の会北見地区連絡会集会･会　●

員交流会を北見東急インで行いましたo今年は春の訪れがゆっくりだったの

ですが､当日は色とりどりの花も咲き､お天気にも恵去れた｢r3､ 11名の会員

さんが集まり､ランチとおしゃべりを楽しみましたo毎回参加している会員さ

んがほとんどなので､あちこちで近況報告会が始まりましたが､希望があり､

あらためて全員が自己紹介をしました｡おいしい料理とおしゃべりで満足し

てから､後半は2007年度の集会に移り､会の活動についての話し合いを

行い､北見地区連絡会独白の活動をしばらく休止する旨了承していただき

ましたoなるべく多くの会員さんに参加してもらいたいと､集会と炎流会を一

緒にして2年目o参加人数は変わりませんでしたが､今年もまた楽しい時間

を共有できたのではないかと思います｡ (北見地区連絡会担当:矢崎幸子)

ー19-
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《札幌地区》

お花見を蕪しみました.1
5月8日(火)､円山公園で今年2回目となるお花見を行い9名の

方が参加されましたrJ当初､天気予報では雨マ--/でしたが当日は

正に､お花見日和でウイ-クデーにもかかわらず大勢のお花見客で

賑わっていましたo私達は桜を見ながら散策し､神宮でお参りをし

て休憩所で六花事の美味しい焼餅(無料)を戴きました,,

そして､桜の木の下で集合写真を撮り､お昼は､青空の下でお弁

当を広げている人達も大勢いましたが少し肌寒かったので､お目当

てのレストランに直行しましたがナント日満席で入れず(来年は

要予約かな～?)昨年同様､六花事の喫茶室でランチをしながら談

笑して2時過ぎ解散となりました｡

今年のお花見も晴天に恵まれ好評だったようで､大変嬉しく思い

ますo来年もアップル会で､恒例行事と考えています｡今年､都合

が悪く参加出来なかった方も来年は､是非､御参加下さい｡

役員一同､お待ちしておりますo ("○∧)

(札幌地区担当･瀧本)

★参加された方の感想を御紹介します!

札幌/-来て初めて札幌の行事に参加しましたo

参加するキッカケは渡辺さんでした,j札幌-移って来た事を連絡し

た際に､ 『円山公園で花見があるから来ない?』とのお誘いを受けた

のです｡円山公園､テレビではよく花見シーズンに見たことがある

けれど､実際に行くの初めて｡ウキウキしながら当日を待ちました｡

当日は晴天に恵まれ､集まった仲間と一一一緒に円山公園駅で待ち合わ

せo初めて行く駅で少々迷いながらも､皆さんと無事合流!平日

なのにすごい人で出店まで出ていました′,個人的には､花より団子

の人なので(苦笑)､桜を見た複で六花革でのお餅が美味しかった!

焼きたてのお餅を外で食べる快感-この上ない幸せでしたo (^_^メ)

これでも人見知りする方なので､なかなか打ち解けずにいた私です

が､ナント!深川に住んでいたという方と話すキッカケがありすっ

かりローカル話しに花が咲きました｡その後､これまた六花事での

-20-



ランチ｡ピザを食べましたo帯広の六花亭本店でしか食べられない

と思っていたので､札幌でも食べられるんだとちょっと感動!

隣に座った方とも以前ご-賭したことがあったらしく､私のちょっ

と恥ずかしい話しなど､昔話をされて照れてしまいつつも､私のこ

とを覚えてくれてくれていたんだと感激しながらみんなでワイワイ

食事をし､その後解散してそれぞれ帰路につきましたo

とても楽しい一日､そして満開に咲いた桜を見ることが出来て良

かったですo今回は初めての参加でしたが､また行事がある時には

体調と相談しながら､色々と参加していきたいと思いますo

札幌地区の皆さんにれからもお目にかかることがあるかと思い

ますが､どうぞ宜しくお願いいたしますo

(白石区･佐久間　裕美)

i佐久間　裕美さん.I　租結頂おめでとうご乱＼ますo r〇一)

佐久闇さんは(旧姓･ ED匝).旭川地区担当をされていた方で
4剛己切結施されて札幌に転居されて耗ましたo

-21-



--･ /rL~~ ■

｢貰3ニケ-ショT/広

と鷲jg譲…'　　　　畿_盗_畿･　　　話.撃二軍

* * *渡娃卒樹子きん(友の会会長)のピ77/コンサート* * *

4

●

●

訂｢

月　22　日に渡追亜樹子さんのピアノコンサーートに行ってきました｡普段縁の

ない分野ですが､演奏が始まると解らないながらも引き込まれていきました)

あの長い曲を楽譜なしで演奏するには､どれだけ練習するのでしょう｡-か?帰り

には渡遵さんに一言挨拶をしようとたくさんの人が並んでいました｡彼女の人柄の

良さを感じさせられますo

指先に病気の症状が現れていて､幸い思いもしたことがあったごしょう,3そのよう

なことを感じさせない姿には本当に頭が下がります｡

今年は3回目のコンサートですoこれからも長く続くことを願い､微jJですが応援

したいと思1ています-o感動と大きな元気をもらいました｡ありがとうございました､

(K･S)

､7-の摩､初めて渡逓さんの演奏を聴かせていただきました｡母と2人､渡速さ

｣_んの細い体にみとれながら聴いていましたoある時は激しく､ある時は可愛

らしく､久しぶりに本物に触れた気持ちでした,,春のさわやかな気分～ ♪楽しかっ

たです!ありがとうございました｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Y･0)

初
めて渡遮さんの出演するariettaコンサートに行ってきました㍗

いつもにこやかで優しいイメージの接遇さんの迫力あるピアノ演奏には､

ちょっとびっくりしっ-)聞き入ってしまいました｡力強く積極的な印象を受けました

ドレス姿も似合っていて､とても素敵でした｡

ソフ〉ラノのソロは高い音までとてもきれいな声ですごかったです｡ピアノやフル一一ト

とのかけあいのような曲もおもしろかったです｡今年のコンサー･ト‡ま冬ではなく春だ

ったので､出かけやすかったと思います｡雪があると外に出にくいので｡

演奏会ではEj常をさまなれて音に包みこまれるような時間を楽しませてもらいまし

7-=o素敵な演奏を聞かせてくれた渡退さんをはじめ､メンバーの皆さん,どうもあり

がとうございました〔そして､お疲れ様でした(ノまた次回を楽しみにしていますo

(Y･0)

-22-



* * *　NPO法^rぬくもLl｣設立事での道のり　* * *

私は関節リウマチ･強皮症で､身障1級､要介護2で毎日のようにホームヘルパ

ーさんにお世話になっておりますL,

そのヘルパーさんの数人が､自分達でNPO法人を立ち上げ､認知症高齢者･

障害者を対象に｢デイサービスLを､のちにけショートステイ｣をしたいという熱い思

いを聞き､私も何かの形で手助けしたいと思うようになりましたo Lかし､体の自由が

ききませんので､少しでも何か相談相手にでもなれば- ･そして設立の暁には､た

まにそこへ行って利用者さんとおしゃべりができればいいか-へと考えています(,

設立に際しては､町外の施設を見学

したり､北海道NPOサボ-トセンター

や北見NPOサポートセンターの方々

からの数々のアドバイスをいただき､そ

して設立メンバーが-からNPOのこと

を学び､定款他数々の書類を作り､やっ

と6月頃認可がおりる運びとなりました｡

興部町には､高齢者対象のデイサー

ビスは1ヶ所しかなく､高齢者にとって

は選択肢のない状況ですoまして､家

族が急用の時などは町外の施設のシ

ョートステイを利用しなくてはならない

時もあるため､馴染みのあるスタッフに

上る心のこもった対応と個々のペース

にあわせた介護･支援をしたい｡そして､

認知症高齢者や障害者が住みなれた

地域で安心して穏やかに､いつ真でも

暮らすことができるよう頑張りたいとスタ

ッフ一同張り切っていますC

そんな姿を見て､私も生きる喜びを

感じていますLl (興部町　佐野志津子)

(全国豚腺病友の会北見地区連絡会発行

｢じゃがいも第33号はり転載)
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私にできること

●

在朝:滋‡空一子(56歳･ユ三婦)

-網走管内興部町

北海道新開(平成19年6月24日掲載)
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●

書芸茅零悪祭　.＼詰:､g-≡ rr:三討
一二==｢　ノ(

- }_ノ

☆ご寄付をいただきましたo (2007.4.1-2007.6.30)

加藤禎子様　大沼節子様　　渡部ハツエ様

佐川　昭様　南部美恵子様　　　　合計34,200円

ありがとうございました,

☆新しく入会された方ですo (2007.4.6-2007.6.29)

佐野清美さん(S17年生､強皮症･皮膚筋卦多発性筋炎､旭川市)

中塚美智子さん(S27年生､強皮症･シューグレン症候群.釧路市)

中田　祥子　さん(S19年生､sLE､旭川市)

渡追優子さん(S32年生､シェープレン症候群.札幌市清田区)

成田　とも子　さん(S37年生､sLE､札幌fF東区)

石田紀子さん(S25年生､シェ-グレン症候群.幕別町)

どうぞよろしくお願いしますゥ

H　入会申込書をまだ提出されていない方は､なるべく早く提辻

J　住所等が変更になりましたら､事務局までお知らせ<ださい｡

電話番号もお忘れなくl

鮎用紙鋼封されている方は､会費の納入を細いL竺∠フ』

35用年記念宿泊交流会の訴知らせ
Ej　時.･平成19圧10月6Ej(±)-7E] (Ej)

宿　泊:小樽グ｣-ンホテル

参加費:一万円くらいの予定です

詳細は後日お知らせします｡
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☆剰開巻はど1-7ガ-デソ鐘了徳サ>'トu-ズガ伯デンなど

塗∃店鳶削予/,Tti-,トめ豪に驚いて姦る陸)で憶えます｡
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月。栃木県に住んでいる姉が遡ぴに来ました！そして。麻生にい先

る姉も合流し久々に三姉妹が顔を合わせました。（因みに私は

末っ子です…｡）夜は、母も交えて女性群回人で二時、三時過ぎまで他

費もない話に花が咲きました…。父はと吉えば、ツマラナヽ/ウに早々

　　　　　　

●・●●

　

●●●●●丿●●●●●ヒ床に入り『こんな時、男親-、可費そうだナア～と思いました｡』姉は

束の間の休息を過ごし『アツ～い』小山に!帰りて行やました。（Ｔ）

/1ゝし前になりますが、４月２２８、会買の渡邁亜樹子でんのヽ/プラ

　

ダ／とのジョイントコンサートに行きました。亜樹子さんのピア／

演奏に聞さ入り、しばしＢ常生活から離れた楽しい一時を過ごしまし

た。臨場感あふれる生演秦はやっぱり良いですネ。（Ｋ）

糸公会も無事終え石ごとができたのも参加で･れた皆さんのおかげで

　

｀心ゝす。ありがとうございました。少しずつ暖かくなり（私は暑さに

は弱いです）行動範囲も広くなり。体調に気をつけながらＢ々を楽し

く送りたいですネ。（Ａ）

さわやかな季節になった今が一番いい。最近は山もキャンプにも

Ｘ

　

行ってない（野球観戦のため）。いっまでも自然の中で楽しみた

いと思ってたのに・・・だから近くの山に:行って新鮮な空気を肺に送

ろうと思-,てます。有吉実行！（ｗ）

41公会も無事に終わりほっヒしています。でもヽ私は７月14-15

　

v/C^Bに釧路で行われるボウ’/ンヴ大会に向けて練習に励んでいま

す。釧路パレスポウ/しであります。お近くの方、気が向いたら見に来

てください。（ｓ）

　　

近、お芝居を観る檄会が何度かありました。わざわざ出掛けるの最

はおっくうなこともありますが､何にも邪魔されないその非日常

の時間は私にと-１てかなり意味のある時間となｰ､ています。でも、じ

ｰ・と座りていると睡魔も襲って来ることもあり、その廣に隣に座って

いる娘がこずいてきます。それにしても、生の舞台っていいですよ。

(Ｕ)

　　　

周年紀念宿泊交流会の会場を探して、小樽に行-１てきました。こ35

れがけｰ､ごう難しくて、その日は決められませんでした。でも、

メイングストのお二人の先生、そして参加でsれる会買の皆さんに参加

してよか。た！と喜んでいただけるような会場をめげずに探します。

何かよい情報がありましたら、事務局までぜひご連絡を。（Ｈ）
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